
令和６年度 中地区
幼保小教育交流事業活動報告

【活動テーマ】

「子どもの育ちと学びをつなぐ
幼保小交流の推進」



【活動テーマについて】

区内における幼保小の交流を中心とした連携をさら
に推進し、架け橋期に安心して自己を発揮できる子ど
もの姿を目指す。

【交流事業対象の園・校数】

• こども園 2園
• 幼稚園 13園
• 保育園 27園
• 小学校 10校



【年間活動報告】

※幼保小の交流活動は、各小学校ブロック内で実施

月日 活動内容 場所

５月１４日 委員長・副委員長会 山元小学校

６月２８日 中地区幼保小総会 山元小学校

７月２４日 スタカリ・架け橋研修会
※接続カリキュラム推進地区と合同

講師：ゆうゆうの森幼保園理事長 渡邉 英則様

山元小学校

１０月１０日 第１回実行委員会 山元小学校

１０月２９日 保護者・地域と学ぶ健やか子育て講演会
講師：ゆうゆうの森幼保園理事長 渡邉 英則様

山元小学校

１月２３日 第２回実行委員会 山元小学校

２月 中地区幼保小全体会 山元小学校



【活動報告① 】 スタカリ・架け橋理解研修

講師 認定こども園ゆうゆうのもり幼保園
港北幼稚園
園長 渡邉 英則先生

子どもは安心できると挑戦する→園も学校も子どもがにこにこして過ごせる場所に

乳幼児期→遊ぶ力が大事 遊びの中で非認知能力が育つ

（やりぬく力 感情のコントロール コミュニケーション能力等）

友達と意見をぶつけ合いながら子どもが自分で解決→子どもの主体性を育む

教わること＝考えないこと 自分で考える、自分で行動する 外発的動機付けでは育たない

大人はどっしり構え、子どもが求めてきた時に情緒的に利用可能な存在であればよい

（必要されていないときは、あえて子どもの活動に踏み込まない）

子どもの声によってプランを変えていく

※接続期カリキュラム推進地区研修と合同



研修会では、幼保園からこんな声がありました・・・

①期待する１年生の姿

・明日を楽しみに生活できる。

・毎日「学校へ行きたい」と思う。

・「学校が大好き」「先生が大好き」

・好きなことをたくさんもてる。

・新たな発見をうれしそうに報告する。

・園の姿同様に主体的を発揮できる。

・自分の思いを表現できる。

・自分たちで考えて行動する。

・失敗を恐れずあきらめない。

・園の育ちを発揮する、生かしてがんばる。

・自信をもって自分たちの力でがんばる。

・困ったときは、周りに尋ねることができる。

②小学校へ望むこと

・小学校が安心できる場所、自分らしさを発揮できる場

所であってほしい。

・結果ではなく、過程を評価してほしい。

・子ども一人ひとりが思いを伝えられる場や時間があっ

てほしい。

・子どもの様子をよく見取る。

一人ひとりの話をよく聞く。

・子どもが自分で考え主体性を発揮できるように待つ姿

勢を大切にしてほしい。

・自力解決に向けて見守ることも大切にしてほしい。

・できること、できたことを認めてほしい。



【活動報告② 】 健やか子育て講演会
講師 認定こども園ゆうゆうのもり幼保園

港北幼稚園

園長 渡邉 英則先生

子どもを真ん中にして考え、安心できる
環境の中で主体性を発揮できるように

演題 『これからの社会に求められる子どもの育ちや学びとは

～こども家庭庁「はじめの１００か月ビジョン」が訴えていること～』

子ども真ん中社会

「はじめの100カ月ビジョン」

誕生前からから小学校1年生の終わりまでの100カ月

・保護者、園、学校は子どもの思いや願いを聴く、大事にする。

・「危ないからやめなさい」ではなく、豊かな遊びと体験ができる環境を構成する。

大人の
幸せ

安心

挑戦

子どもの
幸せ ＝

生涯学び続ける力

自分の頭で考える力



間門小ブロック活動報告
和光幼稚園、アスク本牧保育園、錦保育園、高風保育園、太陽の子不動下保育園
ルンビニ幼稚園、本牧めぐみ幼稚園、八幡橋幼稚園

二回目の交流では、159名も
のたくさんの園児さんが参加し
てくれました。「間門小へいこ
うよ」のゲームを行ったあと、
紙皿コロコロという冬に遊べる
おもちゃを一緒に作りました。
活動後、幼稚園さん、保育園さ
んから楽しく遊んだというお手
紙をいただき、１年生は嬉しそ
うにしていました。

一回目の交流では、「じゃん
けん列車」で一緒に遊んだあと、
あきやさんに招待しました。秋
の自然物を使ったアクセサリー
やおもちゃを用意して、園児さ
んを案内したり、買い物の仕方
を教えたりすることができまし
た。「優しく教えてあげたよ」
と、頼もしい姿が多く見られま
した。

三回目の交流では、「学校案
内」「おみせやさん」をしまし
た。お気に入りの場所に案内し
た後、お店屋さんに招待しまし
た。最後にどんぐりで作ったお
もちゃをプレゼントしました。
「間門小は楽しいところがいっ
ぱいだよ、入学を待っていま
す。」というメッセージを送り
ました。



わくわく
ちょっぴり １ねんせい会

〇いっしょにやってみよう
・いすにすわる。
・いっしょにあそぶ。
おりがみ、おえかき

〇学校のことを おしえよう。
・べんきょうのこと
・きゅうしょくのこと
・休みじかんのこと

本牧小ブロック活動報告
本牧小学校 アスク本牧保育園 すいとぴー保育園 本牧めぐみ幼稚園 ルンビニ幼稚園 和光幼稚園

夏休み保育園訪問

教えるのではなく、気づか
せたり、自分で乗り越えさ
せたりすることの大切さを
感じた。学校でも、もっと
「待つ」ことを大切にして
いきたい！

遊んでいる中でも、他の
子の様子を見て同じよう
にやってみたり、やって
みて試行錯誤したりして
いるのが分かった。

様々な遊びの中で過ごす園
児たちと一緒に過ごしたり、
先生方のかかわり方を見た
りする中で、小学校生活に
つなげていけそうなことを
見つけました。

小さいうちから、色、
形、感触など、五感を
使って遊んでいる。小
学校での学習も、この
ような体験からつなげ
られることはないかな。

園と学校との生活や環境を思い出し、違うとこ
ろを教えたいという思いをもちました。給食の写
真を撮って見せたり、休み時間のことをクイズに
したり、ひらがなや数字で遊んだりしながら、学
校の様子を伝えました。

わくわく ちょっぴり １ねんせい会

楽しくクイズをやって
くれてよかった。２年生
になっても、もっとやさ
しくしてあげたいな。

教室の雰囲気、給食の
様子などが分かったよ。
やさしい子たちがいて、
楽しかったよ。



Aブロック 本牧南小 活動報告

「フェスティバルに
招待しよう(11月)」

ルンビニ幼稚園・錦保育園

２年生が作ったおもちゃで遊びまし
た。１年生は学校案内役として、ペア
でサポートしました。

「一緒に横浜本牧駅へ(２月)」

和光幼稚園

駅について教えてもらったり、
ディーゼル機関車やSL機関車に乗っ
たりしました。移動するときには手を
つないでいたり、子どもたち同士で話
したりするなど、あたたかい関わりが
たくさんありました。

「学校探検をしよう (２月下旬～３月実施予定)」

高風保育園・ルンビニ幼稚園・錦保育園・和光幼稚園

次年度のスムーズな入学に向けて、各園の年長さんを招待していま
す。ペア学年になる予定の５年生が計画し、教室や校庭を紹介します。
給食も一緒に食べる予定です。

「ゲームで遊ぼう(１１月)」

高風保育園
ルンビニ幼稚園

３年生が総合的な学習の時間に学ん
だプログラミングについて発表し、
作ったゲームで一緒に遊びました。

本牧南小学校・ルンビニ幼稚園・錦保育園・和光幼稚園・高風保育園







山元小ブロック活動報告
山元小学校 山元町保育園 保育園ばんびーな 打越保育園 横浜学院幼稚園

どんな遊びをすれば楽しんで
もらえるのかを考えて、秋遊
び会を計画しました。一緒に点
数を確認したり、「好きなどん
ぐりをえらんでね」と伝えたり
して、相手意識をもって活動す
ることができました。保育園の
子も、最初は緊張していました
が、一緒に遊ぶうちに笑顔が
増え楽しむ姿が見られました。

事前、事後に各園と手紙やメール、電
話で連絡を取り合いながら、交流会を
計画しました。

〇日程調整
⇓

〇保育園の子どもたちの思い
〇保育園の先生の思い
〇小学校の子どもたちの思い
〇小学校の先生の思い
⇓

〇交流内容の決定
〇活動の意図、ねらいの確認
⇓

☆交流
⇓

〇交流後の子どもたちの様子
〇次の交流に向けて

幼保小で連携しながら活動を計画する
ことで、それぞれにとって学びや成長
のある交流にすることができました。

「学校の中を見てみたい」とい
うリクエストから、学校探検を
企画しました。学校に行くのが
わくわくになるようなおすす
めの場所を紹介しました。「ど
の本が気になる？」「亀にも
触ってみる？」と、園児の思い
を大事にしながら活動できま
した。保育園の子も、小学校へ
の楽しみが増えました。

秋遊び交流会
【打越保育園】

小学校プチ探検会
【山元町保育園・保育園ばんびーな】

みんな遊び＆小学校紹介会
【横浜学院幼稚園・竹之丸保育園】

「氷鬼やラキュー等様々なもの
で一緒に遊びたい」「学校の中
も見てみたい」という園児の
思いから、みんな遊びをした
後に小学校紹介をすることに
決まりました。小学校紹介では、
遊べるコーナーもつくり、園児
のやってみたいことに合わせ
て、一緒に学校を回ったり遊
んだりすることができました。



立野小ブロック活動報告
立野小学校 さゆり幼稚園 竹之丸保育園

公園で待ち合わせをして、一緒に
秋探しを楽しみました。どんぐり
を見つけたり、コオロギを見つけ
たり。「たくさん見つけたからあ
げるね。」と秋の宝物をもらって
年長の子どもたちもにこにこ。小
学生のお兄さん、お姉さんと仲良
く笑顔で過ごすことができました。

秋さがし交流会 動くおもちゃ交流会 立野のまち紹介

年長の子どもたちを小学校へ招待
して教室で遊びました。みんな２
年生の子どもたちの作った動くお
もちゃに興味津々。「どうやって
遊ぶのか教えてください。」年長
の子どもたちの質問に２年生の子
どもたちも一生懸命答えて、楽し
んでもらえるように頑張りました。

まちを探検して見つけたことをク
イズにして保育園の子どもたちに
伝えました。同じクラスでペアを
作って活動してきたので、年長の
子どもたちも安心して過ごせたよ
うです。「帰りたくないくらい楽
しかった。」と小学校に入学する
のが楽しみになったようでした。



本町小ブロック活動報告

ZOOMを使用した交流
会をしました。会では、
挨拶をしたり、小学生が
年長さんからの質問に
答えたりしました。
この交流会を通して、ど
の子もこれから一緒に
たくさん活動をしたいと
いう思いを持ったようで
した。

公園探検の際に待ち合
わせをして、一緒に秋探
しをしました。「こっちに
いってみよう」と手をつ
ないでどんぐりを探した
り、「１年生は走らないよ
うにしたら」とルールを
考えて鬼ごっこしたり、
年長さんのことを考えて
活動する子ども達。「次
はいつ会えるかな」と次
を心待ちにしていました。

・本校は西区と中区にまたがっている学
校でDブロック以外の園とも交流してい
る。そのため交流園が多いので、今年は
１学年各クラスごとに担当園を決め、一
年を通して交流をしていくようにした。
そのため、各クラスごとに交流の回数や
内容が異っている。
・さらに、今年度は５年生の希望で「総合
的な学習の時間」の活動を通して３園と
交流を行った。来年度６年生になったと
きのペア学年であることから実現した。
これから、様々な形で交流が深まってい
けるとよい。
＜左記以外の交流＞

・小学校の体育の授業を見学。
・国語「くじらぐも」のペープサート
・小学校わくわくドキドキ楽しいよの会
（２、３月） など

＜交流に向けて＞
①園へ交流の希望調査
②子ども達の思いを話し合う
③メールやFAX、電話にて場所や
日程調調整

④年長さんの思いから児童が計画
⑤計画書を作成、連絡
⑥交流実施後、次回交流の打合せ

公園探検で見つけた秋の
お宝で秋まつりをしました。
「年長さんにも遊んでほし
い」とご招待。「これ、やっ
てみる？」と優しく声をか
け、お兄さんお姉さんであ
ることを意識しているよう
でした。「楽しかった」と
言ってくれる年長さんを
見て、緊張したけれど大満
足な子ども達でした。

１年 ZOOM交流会
【スターチャイルド】

１年

なかよしあきまつり

本町小学校 １年１組・２組・・・野毛山幼稚園 スターチャイルド桜木町ステーションナーサリー 本町小学校５年３組
マイハート紅葉ヶ丘保育園 アスク馬車道保育園 …聖母幼 アスク馬車道保 クラウン保

１年３組・４組・・・聖母幼稚園 クラウン保育園 ことぶき保育園 寿福祉センター保育所 スターチャイルド マイハート保

来年度ペア学年になる年
長さんをお招きして、総合
的な学習の時間で活動し
ている「シャボン玉ショー」
を披露しました。様々な
シャボン玉が出てくる様子
に年長さんは興味深々。５
年生もやってよかったと、
大きな手ごたえを感じて
いました。来年度、また会
えるのが楽しみです。

１年

公園探検（秋探し）
５年３組

シャボン玉ショー



みなとみらい本町小ブロック活動報告
みなとみらい本町小学校 熊猫幼稚園 にじいろ保育園 くばがさ保育園 キッズパートナーみなとみらい

京急キッズランド ポピンズナーサリースクール

国語科の学習でクイズ大会を
年長さんにしたいという話し合
いになり、各園の年長さんに来
ていただき、クイズ大会を行い
ました。複数園のかかわったこ
とで、回を追うごとに、クイズ
の出し方や関わり方を改善し、
クイズ大会が終わると一緒に
話したり折り紙を折ったりして
楽しむことができました。

年長さんに遊んでもらいたいと
いう相手意識をもって制作しま
した。６年生にもアドバイスをも
らいながらおもちゃを作りまし
た。前回の交流から、自分たち
ではなく相手を喜ばせたいとい
う意欲が生まれ、年長さんに対
して言葉がけやサポートするな
ど、優しい姿を見ることができ
ました。

〇交流にむけて
・メールや電話で連絡を取り合い
交流の計画、実施をした。
・日程調整と活動内容の希望など
→交流内容の決定、連絡→交流→
交流後の様子の共有、次回の予定
について打ち合わせ

〇園の職員による給食の見学
・来年度入学に際して給食に不安
を感じる園児のフォローアップが
したい旨の連絡を受け、給食時の
様子の見学を計画。
・園の様子を話す機会は今まで
あったが、園の職員が学校の様子
を見学することが少なく、こういっ
た機会が来年度も設けていただけ
ると嬉しいという意見をいただい
た。
来年度、職員同士の交流や見学会
などを計画していきたい。

年長さんからまた学校に行き
たい！という声をいただき、
学校を案内しようということ
になりました。ミッションを用
意してクリアしたらスタンプが
押せるように準備しました。予
定にはない読み聞かせをした
り、クイズをしたり、相手のこ
とを考えてよりよいかかわり
方を考え、実行する力が身に
付いてきました。

9月海のかくれんぼ
クイズ大会

11月１－１おもちゃ
まつりへようこそ！

1月学校探検隊
ミッションクリア！



元街小ブロック活動報告
元 街 小 学 校 横 濱 中 華 幼 保 園 横 浜 三 育 幼 稚 園 横 浜 み こ こ ろ 幼 稚 園
横浜学園附属元町幼稚園 アメリカ山徳育こども園 ラフ・クルー元町保育園 アスク山下町保育園
うちゅう保育園やました 木下の保育園山下町

一緒に秋遊びを楽しみました！
生活の時間に秋あそびを楽しんだこ

とをきっかけに、園の友達を招待した
い、という思いをもちました。園の友
達を招待して、小学生が考えたどんぐ
りを使った秋遊びを一緒に楽しみまし
た。園児も小学生も笑顔で楽しんで遊
ぶ姿が見られました。

職員間の交流として、園の

職員が小学校の授業を参観し
たり小学校の職員が園へ見学
に行ったりしました。

今年度は、新たな試みとし
て、二つの取組を行いました。
一点目は小学校の職員向けに
架け橋プログラムについて幼
保小担当がミニ研修を行いま
した。二点目は夏に元街小に
三園の園長先生と一年担任・
児童指導専任が集まり、情報
交換会を行いました。各園、
小学校のカリキュラムを持ち
寄り、園や学校で大切にして
いること、小学校への円滑な
接続のために年長のうちに準
備してほしいこと等を共有し、
有意義な時間になりました。

ようこそ、元街小へ！
小学校は楽しいよ ～一年生体験～
秋遊びの交流を終え、今度一年生にな

る年長児に小学校のことを伝えたいと思
いをもち、園児を招待しました。学校の
ことや掃除、給食のことなど、実際に体
験したり写真で見せたりしながら小学校
のことを伝えました。年長児からは「小
学生になるのが楽しみ」と思ってもらえ
て喜んでいました。



【成果と課題 来年度に向けて】

〇区全体で幼保小合同の研修会をもつことで、架け橋期における期待する
子ども 像や育てたい資質・能力、幼保側から小学校に望むことなど、子ど
もたちの成長に向けて大切にすべきことをブロック内にとどまらず、区と
して共有することができた。

〇研修会や講演会を通して、架け橋期への理解が深まり、幼保小の交流が、
より豊かになった。

〇総会や実行委員会を集合形式で行うことで、幼保小の関係だけではなく、
園同士、学校同士も顔の見える関係をつくることができた。

〇講演会の参加者が少ないので、対象を明確にし、開催の曜日、時間、場所を
考えなければならない。

〇ブロック、または園、学校で作成しているカリキュラムを持ち寄り、比較、検
討する中で、それぞれのカリキュラムの改善を図っていきたい。

〇相互理解に向けた職員間の交流、研修の場を増やしていきたい。
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